










































































　Der proletarische Sozialismus（“Marxismus”),Zehnte neugearbeitete
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“De皿och" ! Aus Theorie und Geschichte der gewerkschaftlichen AI‘bei-
terbewegung, Jena 1900｡
森戸辰男訳『労働組合運動の理論と歴史』同人社，1922年。
Die gewerbliche Arbeiterfrage, Leipzig 1904｡
鈴水煮訳『労働問題と労働政策』有斐閣，1919年。

















　okonomischen Systems von Karl Marx, Archiv 犯r sozialeGesetzge-
　bung und Statistik,Band VII, 1894｡および報告「理解〔一社会学の
　基礎概念〕」1929年Das Verstehen, in : Verhandlungen des Sechsten











Studien zur Entwicklungsgeschichte des modemen Kapitalismus, Erster
Band, Luxus und Kapitalismus,Miinchen und Leipzig 1913｡
金森誠也訳『恋愛と贅沢と資本主義』論創社，1987年。
　　原著第２版，1922年に拠ったLiebe, Luxus und Kapitalismus.tjber






Zweiter Band, Krieg und Kapitalismus,Miinchen und Leipzig 1913｡
金森誠也訳『戦争と資本主義』論創社，1996年。
古くは立野保男訳述『戦争と資本主義』大同書院，1938年，もある。
Der Bourgeois. Zur Geistesgeschichte des modemen Wirtschafts-
menschen, Miinchen und Leipzig 1913｡
金森誠也訳『ブルジョワ，近代経済人の精神史』中央公論社，1990年。
「著者名索引」を除いた全訳。
Der modeme Kapitalismus, Historisch-systematischeDarstellung des
gesamteuropaischen Wirtschaftslebens von seinen Anfangen bis zur
Gegenwart, 3 Bde･, Miinchen und Leipzig 1916 und 1927.
Erster　Band, Einleitung-Die　vorkapitalistische　Wirtschaft-Die　histo-









Zweiter Band, Das europaische Wirtschaftsleben im Zeitalter des Friih-
kapitalismus, vomehmlich im 16･，1 7 . und 1 8 . Jahrhundert, 2. Aufl.,
1916.








Die Zukunft des Kapitalismus, Berlin 1932｡
鈴木晃訳『資本主義の将来』世界大思想全集　86，春秋社，1933年。
3.経済学，社会学などに関する研究の系列











　　論文「技術と文化」in : Archiv fur Sozialwissenschaftund Sozialpoli-
　　tik. Band 33，191 L および1935年の論文「技術の馴致Zahmung」
　　が訳出されている。




　Die drei Nationalokonomien. Geschichte und System der Lehre von der









































































































































ツLadislaus von Bortkiewicz, 1968-1931のゼミに参加，さらにゾンバル
トの講義をきき，その魅力にとりつかれたことを告白している（前掲著作
集，第１巻, 375ページ）。
　こうして青年時代から，ゾンバルトの学風に強い関心をいだき続けてい
た大塚は，彼自身の述べる所によれば，ベルリン大学でゾンバルト教授の
研究指導室の扉を敲くこと２年の後の1922年，漸くゾンバルトのゼミナ
リストたることをゆるされたのである。
　当時の国際的にも有名な教授ゾンバルトのゼミには，入門希望者も多く，
仲々入門が困難のようであった。したがって，ゼミナリステンの研究者と
しての資質も，相対的には非常に高かったようである。大塚の入門した時
－14－
のゼミナリステンは全部で15名，内ドイツ人９名，ロシヤ人２名，ブル
ガリア人，ハンガリー人，インド人，日本人それぞれ１名，といった構成
であった。また，ゼミナリステン中９名がすでにドクターであり，内ロシ
ヤ人１名とブルガリア人１名の計２名は，大学教授でもあった。また，こ
の時期のドイツを反映してか，この内には，労組からの派遣労働者，共産
党員，革命家などもいたという（前掲著作集，第７巻，1980年，42ページ）。
　二年待たされたとはいえ，このようなゾンバルトのゼミナールヘの入門
を，大塚がゆるされたのは，いかなる理由によるのであろうか。これにつ
いて大塚自身は，この時のソンバルトの研究指導のテーマが「指導者」
Fiihrerであり，そのために「一人の日本人〔研究者〕が必要となったに
すぎない」（前掲著作集，第６巻，1981年，43ページ），とのみ述べている。
　「当時（1922年ごろ）のドイツ社会事情の学問的集中点のようであった」
（前掲著作集，第６巻，45ページ），ゾンバルトのゼミナールでの研究指導の
様相については，著作集での大塚の記述にまかせよう1）。
　代ってここでは，あたかもこの時期の研究指導を契機とするかのような
形で，ゼミ指導教授ゾンバルトとゼミナリスト大塚との，社会的，経済的
な基本的関心ないし考え方が，それぞれ，共に180度転換したかに見える
興味ある一事についてのみ，述べておきたい。
　すなわち，一方では，いままで社会主義やマルクス主義的思想への，一
定の理解者ないし共感者といった面を多くもっていた，ゾンバルトの社会
・経済思想的関心は，おおよそこの時期を境に，基本的な方向転換をはじ
めたようにも見られる。すなわち，人間が本来もつはずの，全人間性にも
とずく国民性，文化性といったものの重視の方向へ，換言すれば文化理想
主義の立場を徹底させる方向へと，転換をはじめたようなのだ。この立場
－15－
から，ゾンバルトは資本主義のうみだした文化にも，またそれが資本主義
と同じ価値観に立つがゆえに，これを克服しようと志す，マルクス主義の
うみだすであろう文化にも，明瞭に否定的な見方をはじめるようになった
のである。
　しかるに他方，大塚はこの時期を契機に，マルクス主義や社会主義の思
想や，これにもとずく改革・革命路線に，大いに親しみを覚え，かなり明
瞭に共感する自分を，自覚しはじめてきたようなのだ。
　同じゼミの指導教授とゼミナリスト。この両者が時期をほぼ同じくして
の，それぞれの基本的関心ないし立場の,180度の方向転換の兆し。両者
の方向転換は，両者それぞれにとっては，いわば内的必然性をもってのこ
とではあろう。しかし，両者の方向転換が時期を同じくして兆した点では，
これは多分に偶然のことであったのかも知れない。
　ゼミナリスト大塚に即して考えるならば，強いていえば，ゾンバルトの
思想的方向転換への苦悩を，反動化，ファッショ化の方向で捉えようとし
たかに見える大塚には，ゾンバルトの研究指導は，彼の思想的方向転換に
なにがしかの影響をあたえた，と考えてもよいであろう。しかし，やや尊
大な一匹狼で，若い研究者たちの業績を，冷やかに酷評しがちな研究指導
教授ゾンバルト1)の，ゼミナールでの大塚への思想的影響は，さして強く
はなかったであろうと推測されよう。いずれにしても，両者のほぼ同時期
の，互いに反対方向への思想的方向転換の事実そのものは，甚だ興味ある
事実であることには変りはないであろう。
　2.ゾンバルトの日本人留学者への個人教授
　自らのゼミナリストとする以外の，若い日本人社会・経済学者とゾンバ
－16－
　　　　　　　　　　ゾンバルトと日本
ルトとの直接的接触の，もう一つの可能な形には，日本人留学者にたいす
るゾンバルトの個人教授Privatstundeがあろう。
　誇り高きベルリン大学の経済学正教授であったゾンバルトが，いわば大
学生の家庭教師のアルバイトのような個人教授をすることは，通常では考
えられないことである。しかし，第１次世界大戦に敗れ，破局的インフレ
ーションにも見舞われた1920年代，特にその前半の時期の，ドイツの政
治的・社会的・経済的大混乱下においては，これはありえたことかも知れ
ないのだ。大学教授のような階層にとって，この大混乱は，かれらに歴史
上類を見ないほどの，生活上の苦難を強いることになったからである。ゾ
ンバルトの場合には，これは日本人留学者を対象に，現実的にもおこった
ことであった。
　そこでまず，現在ギーセンの近世史の教授レンガーの, 570ページにも
及ぶ綿密な伝記的研究，前掲『ヴェルナー・ゾンバルト伝』1994年にも
とずいて，事実の経過を説明をしておこう。
　　「1923年はじめ，ゾンバルトは〔当時の安定通貨たる〕米ドルを手に
入れるために，一人の日本人希望者に個人授業Privatunterrichtをおこな
った」（レンガー，前掲書,259ページ）。その日本人とは，50レッスン150
米ドルという条件を提示した，長崎高商教授の留学者M. Baba〔馬場
誠，1893－1967年〕であった（同, 266ページ）1）。
－17－
　では，べルリン大学経済学正教授のゾンバルトが，日本人留学者への個
人教授をおこなうに至った主たる理由は，いずこに存したのであろうか。
　日本人としては，彼のエキゾチズムからする日本人びいきなども，その
一理由であってほしい，と思いたい所ではあろう。しかしこの理由は，ゾ
ンバルトにあっては，殆ど考えられないことでもあろう。
　レンガーは，「彼の戦時講演」と断りつつも，ゾンバルトの日本人観を
表現するものとして，彼の次のような日本人を侮る言葉を再現している。
　「大学教師として非常にひんぱんに，かかわり合わざるをえなかった日本
人たちを，私は〔第１次世界〕大戦以前，すでに要するに決して人間だと
考えなかった」1），と。
　しかしながら，戦時下でのかかる表現をもって，ゾンバルトが本質的に
反日本人的であるとまでは，いえないであろう。この表現はレンガーのい
う以上に明瞭に，戦争勃発初期の特異な状況下での，ゾンバルトの日本人
観を表現するもの，と割引いて考えるのが自然なのではなかろうか2）。
－18－
　以上述べた所から総合的に判断するに，ゾンバルトは，西ヨーロッパを
中心的主役として世界の歴史を考察する人として，日本人ないし日本の若
い研究者を，他の欧米諸国中の中小の国々の人々についてのケースに準じ
て，ないしは一新興国の人といった感じで，それより若干強く，やや見下
した感じで見ていた人物，と考えるのが自然であるのかも知れない。
　となると，彼が日本人留学者に個人教授をおこなった，ないしはおこな
わざるをえなかった，主たる理由は，結局，第１次大戦後の，彼個人ない
し彼の属する階層の生活環境の大変化が，それをなさざるをえない所にま
で，彼を追いやってしまった点に，求めざるをえなくなるであろう。
　第２次大戦中からその敗戦後にかけて，日本人の多くが経験したのと同
じように，あるいはそれ以上に強い程度で，第１次大戦中およびその敗戦
後の当分の間，ドイツでもまず基本的食糧の入手難が生じていた。また人々
は，生活のための衣料・居住条件の悪化に，その上インフレの昂進になや
むことにもなる。
　戦後インフレの継続は，ゾンバルトのような，いわゆる精神労働者der
geistigeArbeiter層への，給与の是正的引上げ措置の遅れと不充分さや，
物価上昇率とくらべて，相対的に増額の小さくなった，印税や講演料収入
といった事情なども加わって，かれら階層の絶対的また（筋肉労働者層とく
らべての）相対的生活困窮度を，非常に高めることになってしまった。そ
して大学教授といった身分の人々の生活条件は，戦前では想像もつかない
ほどの，低いみじめなものとなってしまったのだ。
　この間ゾンバルト家は，四人の娘の嫁入りのための巨額な出費が続き，
また1920年12月には，妻の突然の死という不幸にも見舞われた（レンガ
ー，前掲書,258ページ）。
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　そしてこの通貨，物価，為替相場のインフレ傾向は，敗戦国ドイツの超
巨額の賠償義務などとのからみもあって，その後一層の加速を示す。そし
てこれは，1923年後半には悪性インフレないし破局的インフレーション
となって，ドイツ国民の生活を一層の混乱と困難に，おとし入れることに
なるのである。
　そしてこの時，換言すれば1923年のはじめ，安定通貨米ドルで月謝を
支払うという条件での，日本人留学者の個人教授希望の出現は，時のベル
リン大学正教授のゾンバルトにとってさえ，少なくとも断る必要のないも
の，ないしは渡りに舟の申し出，に思えたのかも知れないであろう。
　べルリン大学経済学正教授のゾンバルトをめぐる，第１次大戦後のこの
ような生活困窮状況，特に戦前の大学教授身分の人々の生活状況とくらべ
ての，絶望的な生活水準低下の現実。これはさらに彼をして，遂に日本へ
の自己の蔵書一括売却へ，と進ましめる要因となってしまったのではなか
ろうか。
　3.ゾンバルトの蔵書の日本の大学への売却
　第１次大戦後のインフレ期を通じての，自らの研究活動の栄養源でもあ
った蔵書の売却の頻発をもって，ドイツの大学教授層の極度の経済的困窮
の証明であるとするのは，きわめて自然のことであろう。まして現役とし
て活躍中の研究者が，身を切られる思いをして自らこれをなさざるをえな
くなったことは，よほどの生活困窮の緊急事態，と考えねばならないであ
ろう。
　すでに若干の書籍などの，古書店への売却をおこなっていたゾンバルト
にも，1923年夏には，新たに自己の蔵書の日本への一括売却問題が生じ
たのである（レンガー，前掲書, 266ページ以下）。そしてこれは，紆余曲折
はあったであろうが，結局1929年（昭和４年），当時の大阪商科大学が
140,307マルク（邦貨73,705円23銭）を支払って，『ゾンバルト文庫』と
　　　　　　　　　　　　　　　－20－
して，大学図書館の蔵書に加える形で結着した1）。
　その『文庫目録』の記述からも明らかのように，一応11,574冊にもの
ぼるゾンバルト文庫は，ゾンバルトの比較的若い頃の収集にかかる，「経
済学および社会主義に関するもの」から成り立っている。そして同蔵書の
概要については，大阪市大教授小谷義次の簡潔にして，かつ学問的に公平
な紹介がある（「ゾンバルト文庫にっいて」同文庫目録所収）。それゆえここで
は，再述しないことにしよう2）。
－21－
